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Ⅰ　はじめに

　学習指導要領においては今日の喫緊の教育課題として，主体的な社会参画や持続可能な社会の

構築が求められている。家庭科では何を学び，どのような力を育成する必要があるだろうか。

　大木・望月 ・川村他（2015）は，家庭科では，家庭生活や地域の課題を解決しようとする知識

と技能と資質と態度を育成する視点として，見る力，洞察力，受容力，レジリエンス，対話，情

報活用能力を導入することを提言した。

　学習指導要領の中学校家庭分野の目標には「自分と家族・家庭生活と地域との関わりを考え，

家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践

的な態度を養う」とある。実践的態度について，学習指導要領解説（2018）では「社会を生き抜

く力としていくために必要である」とした。中学校家庭科の学習を通して，生徒は，家族と向き

合い，対話を深めることにつながり，さらに社会と向き合えるレジリエンスを高め，生活者とし

ての自立を育むと考える（三沢・長山・松田・石山 2015）。

　レジリエンスとは「逆境や困難，難事にあって，順調な生活を維持するために，個人の心理的，

社会的，文化的，身体的，物的資源を探し出し，利用できるように交渉する能力」（Ungar 2008）

である。生徒が自ら資源にアクセスできるようにするためには，資源に導き，つなげる教師の指

導が必要である。

　しかし，これまで，小学校及び中学校家庭科では，生活課題の解決に対する生活資源の有用性

についての学習はほとんどなされていない（角間 2018） 。家庭科の教員は，生徒たちに実社会や

実生活とのつながりを実感しつつ学べる機会を与えようとしているが，学校と地域の社会資源を

結ぶとともに情報を提供してくれる人材を確保する必要がある（村田・加賀 2014）。小学校及び

中学校の家庭科では，資源（1）を活用する力を育てる学習や学校と学校外の資源との連携・協働が

できないという課題がある。また，高校家庭科で生活資源から「セーフティネット」を考える授
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業開発の研究知見では，雇用労働環境が厳しさを増し，高校生の就職や進路も益々深刻な問題と

なっている中，自分がどうすればよいのかわからず悲観的あるいは消極的な状況に留まり続ける

生徒の支援が今後の課題である（若月・中山他 2010）。今後は，学んだ知識を活用し，諸課題を

解決するために，資源につながる力を養うことを意識した指導が求められる。

　以上から，小・中・高等学校の系統性や学習内容の接続を踏まえ，中学校の家庭科を取り上げ

る。本研究では，教育の目標や指導すべき内容を示す学習指導要領に基づき，具体的に説明した

学習指導要領解説の内容を分析する。

　本研究の目的は，中学校「技術・家庭科」の家庭分野において，生徒の実践的な態度を養い，

生活者として自立を育む教科指導の充実を図るために，レジリエンスの視点に着目し，生徒が資

源にアクセスする力を育てる指導について，学習指導要領解説を分析し考察する。

Ⅱ　研究方法

　本研究は，中学校の技術・家庭科の家庭分野の学習指導要領（平成 29 年告示）解説に，資源に

関する記載があるか，記載箇所とその内容の分析を行った。

　家庭科では「生活する側の視点」から現代社会を捉え，「よりよい社会の構築」について探究す

ることが学習指導要領に明記されている（荒井 2018）ことに着目し，資源として社会資源と生活

資源を挙げる。

　社会資源とは，「利用者がニーズを充足したり，問題解決するために活用される各種の制度・施

設・機関・資金・物資・法律・情報・集団・個人の有する知識や技術等を総称」（『精神保健福祉

用語辞典』）とする。社会資源には，地域資源，制度的資源，人的資源，財的資源，物的資源，内

的資源（生徒自身の能力，意欲）がある。また，若月・中山他（2010）は，生活資源として，物

的資源，経済的資源，人的資源，能力的資源，精神的資源を挙げている。

　生活資源の経済的資源と社会資源の財的資源，能力的資源及び精神的資源と内的資源は，同じ

意味と捉える。以上から本研究では，資源として，物的資源，人的資源，財的資源，内的資源，

地域資源，制度的資源を取り上げ，これらの資源に関する記述を分析した。分析の手がかりとし

てそれぞれの資源を表すキーワードを設定した。
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Ⅲ　結　果

1．中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説の分析

⑴　中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説技術・家庭編における「資源」の記載の有無

　中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技術・家庭編において，「資源」の記載箇所と記載

の有無を表 2 に示し，以下に述べる。

　第 1 章総説では，1 改訂の経緯及び基本方針で，内的資源と地域資源の記載がみられた。また

2 技術・家庭科改訂の趣旨及び要点では，人的資源，財的資源，内的資源，地域資源の記載がみ

られた。

　第 2 章技術・家庭科の目標では，第 1 節技術・家庭科の目標に，人的資源，内的資源，地域資

源の記載がみられた。第 2 節は技術分野の目標及び内容になるので分析から除いた。第 3 節家庭

分野の目標及び内容，1 家庭分野の目標では，人的資源，財的資源，内的資源，地域資源の記載

がみられた。2 家庭分野の内容構成では，財的資源と内的資源の記載がみられた。また，3 家庭分

野の内容，A 家族・家庭生活では，物的資源，人的資源，財的資源，内的資源，地域資源，制度

的資源の記載がみられた。B 衣食住の生活では，内的資源の記載がみられた。食生活では，財的

資源，内的資源，地域資源，制度的資源の記載がみられた。衣生活では，人的資源，財的資源，

内的資源，地域資源の記載がみられた。住生活では，人的資源，財的資源，内的資源，地域資源

の記載がみられた。C 消費生活・環境では，物的資源，財的資源，内的資源，地域資源，制度的

資源がみられた。

　第 3 章指導計画の作成と内容の取扱いでは，1 指導計画作成上の配慮事項において，物的資源，

人的資源，財的資源，内的資源，地域資源の記載がみられた。また，2 内容の取扱いと指導上の

配慮事項では，人的資源，財的資源，内的資源，地域資源の記載がみられた。3 実習の指導では，

物的資源，人的資源，制度的資源の記載がみられた。

資源 キーワード

物的資源 児童館等の各種施設、設備

財的資源 財産、資金、仕事、時間、情報

人的資源 個人や集団の関係性を表す、家族、友人、仲間

内的資源 知恵、知識、資格、希望、プラス思考、意欲、努力

地域資源 地域ならではの利用可能な物、自然、文化、人

制度的資源 制度、法律、政策

表 1　資源とキーワード
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　全体を通して，内的資源を表す知識に関連する記載や，地域資源を表す文化に関する記述が多

くみられた。また情報や財産に関する記述を表す財的資源や家族に関する記述を表す人的資源の

記載もみられた。一方，物的資源や制度的資源の記載は少ない。

⑵　中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説技術・家庭編における「資源」の記載内容の抜粋

　表 1 のように「資源」を表すキーワードに関連する文脈を探し，前後の文節で抜粋し代表例を

表 3-1，表 3-2，表 3-3 に示した。

　学習指導要領解説の第 1 章の総説では，物的資源の記述はみられない。人的資源として，幼児

や高齢者等，人とよく関わる力を育てる記述がみられた。財的資源では，金銭管理やライフスタ

イルの確立に関する記述がみられた。内的資源は，汎用的な能力の育成と，習得した知識の実生

活での活用の記述がみられた。地域資源では，学習指導要領を学校，家庭，地域で共有すること

や生活文化の継承の記述がみられた。

　第 2 章の技術・家庭科の目標では，物的資源について，第 3 節の 3 家庭分野の内容の A 家族・

家庭生活において，幼稚園，保育所，認定こども園の記述がみられた。C 消費生活・環境におい

物的資源 人的資源 財的資源 内的資源 地域資源 制度的資源

１　改訂の経緯及び基本方針 ｰ ｰ ｰ ○ ○ ｰ

２　技術・家庭科改訂の趣旨及び要点 ｰ ○ ○ ○ ○ ｰ

第1節　技術・家庭科の目標 ｰ ○ ｰ ○ ○ ｰ

第3節　家庭分野の目標及び内容

1　家庭分野の目標 ｰ ○ ○ ○ ○ ｰ
2　家庭分野の内容構成 ｰ ｰ ○ ○ ｰ ｰ

3　家庭分野の内容

A　家族・家庭生活 ○ ○ ○ ○ ○ ○

B　衣食住の生活 ｰ ｰ ｰ ○ ｰ ｰ

　食生活 ｰ ｰ ｰ ○ ○ ○

　衣生活 ｰ ○ ○ ○ ○ ｰ

　住生活 ｰ ○ ○ ○ ○ ｰ

C　消費生活・環境 ○ ｰ ○ ○ ○ ○

１　指導計画作成上の配慮事項 ○ ○ ○ ○ ○ ｰ

２　内容の取り扱いと指導上の配慮事項 ｰ ○ ○ ○ ○ ｰ
3　実習の指導

○ ○ ｰ ｰ ｰ ○

注）表中の記号が示す事柄は、次のとおりである。○記載あり、－記載なし

記載箇所

第
2
章
　
技
術
・
家
庭
科
の
目
標

第
3
章
　
指
導
計

画
の
作
成
と
内
容

の
取
扱
い

第
1

章総
説

表 2　中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技術・家庭編における「資源」の記載の有無
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表 3-1　�中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技術・家庭編における「資源」に関わる
（第 1 章該当部分抜粋）＊該当の文言に下線

表 3-2　�中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技術・家庭編における「資源」に関わる記載
（第 2 章該当部分抜粋）＊該当の文言に下線

物的資源 人的資源 財的資源 内的資源 地域資源 制度的資源

１　改訂の経緯及び基本方針

汎用的な能力の育成を重視する
世界的な潮流を踏まえつつ、知
識及び技能と思考力、判断力、
表現力等をバランスよく育成し
てきた我が国の学校教育の蓄積
を生かしていくことが重要とさ
れた

学習指導要領が、学校、家庭、
地域の関係者が幅広く共有し活
用できる「学びの地図」として
の役割を果たすことができるよ
う

２　技術・家庭科改訂の趣旨及び要点

幼児触れ合い体験、高齢
者との交流等、人とより
よく関わる力を育成する
ための学習活動

金銭の管理に関する内
容や、消費生活や環境
に配慮したライフスタ
イルの確立

習得した知識及び技能などを実
生活で活用する

グローバル化に対応して、日本
の生活文化を継承することの大
切さに気付くことができる

記載箇所

第
1
章
　
総
説

物的資源 人的資源 財的資源 内的資源 地域資源 制度的資源

第1節　技術・家庭科の目標

心豊かな人間性を育むこ
とや発達の段階に応じた
社会性の獲得、他者と関
わる力の育成等にも配慮
することが大切である

個別の事実的な知識の習
得だけではなく、社会に
おける様々な場面で活用
できる概念の理解を目指
している

家庭や地域社会との連携を
重視し、学校における学習
と家庭や社会における実践
との結びつきに留意して適
切な題材を設定

第3節　家庭分野の目標及び内
容

1　家庭分野の目標

少子高齢社会の進展に対
応し、特に、高齢者等と
の関わり方について理解
し、適切に関わることが
大切である

家庭分野で養うことを
目指す実践的な態度に
は、・・・将来の家庭
生活や職業との関わり
を見通して学習に取り
組もうとする態度など
も含まれる

生徒が課題を解決できた
達成感や、実践する喜び
を味わい、次の学習に主
体的に取り組むことがで
きるようにする

家族や地域の人々と協働
し、よりよい生活の実現に
向けて、生活を工夫し創造
しようとする実践的な態度
を養う

2　家庭分野の内容構成 少子高齢社会の進展に対
応して、家族や地域の
人々と関わる力の育成を
重視し

持続可能な社会の構築
に対応して、計画的な
金銭管理・・資源や環
境に配慮したライフス
タイルの確立

今後の社会を担う子供た
ちに、グローバル化、少
子高齢社会の進展、持続
可能な社会の構築等の現
代的な諸課題を適切に解
決できる能力を育成

3　家庭分野の内容

A　家族・家庭生活

幼稚園、保育所、認定
こども園などでの幼児
の観察

自分の成長を振り返ると
ともに、中学生の時期に
ある自分と家族・家庭生
活との関わりについて考
え、自分の成長や生活
は、家族や家庭生活に関
わる地域の人々に支えら
れていることに気付くよ
うにする

家族・家庭の基本的な
機能については、・・
収入を得るなどの経済
的な機能、生活文化を
継承する機能などを理
解できるようにする

家族・家庭生活に関する
知識及び技能を身につ
け、これからの生活を展
望して、家族・家庭や地
域における生活の課題を
解決する力を養い

地域の祭りなどの行事や、
清掃、防災訓練等の活動を
取り上げて、中学生の自分
が、地域の人々と協働する
ための方法を検討する活動
などが考えられる

子育て支援などの関係
機関や子育てサークル
の親子などとの触れ合
い

B　衣食住の生活

生活の自立に必要な衣食
住に係る知識及び技能を
確実に身に付けることが
できるようにしている

　食生活

食事の重要性、心身の成
長や健康の保持増進の上
で望ましい栄養や食事の
とり方、食品の品質及び
安全性等について自ら判
断できる能力、望ましい
食習慣の形成、地域の産
物、食文化の理解、基礎
的・基本的な調理の知識
及び技能などを総合的に
育む

行事食や郷土料理など、食
事が文化を伝える役割もあ
ることを理解できるように
する

食育については、平成
17年に食育基本法が成
立し、‥平成18年度か
ら５年ごとに食育推進
基本計画が制定され、
‥平成25年には「和食;
日本人の伝統的な食文
化」がユネスコ無形文
化遺産に登録され

　衣生活

布を用いた製作は、生活
に役立つばかりではな
く、家族や地域の人々と
の関わりを深めたり・・
生活を豊かにするための
営みに係るものである

資源や環境に配慮し
て、衣服等の再利用や
布を無駄なく使うなど
の工夫

衣服の適切な選択や着
用、衣服の計画的な活
用、日常着の手入れ、製
作に関する知識及び技能
を身に付け、これからの
生活を展望して、衣生活
の課題を解決する力を養
い

目的に応じた着用について
は、生徒の身近な生活や地
域社会での活動を取り上げ

　住生活

家族が共に暮らすために
は、住生活に対する思い
や願いを互いに尊重しな
がら調整して住空間を整
える必要があることを理
解できるようにする

より安全な住空間の整
え方について様々な視
点から情報を収集して
検討できるようにする

家族の生活と住空間との
関わり、住居の基本的な
機能、家族の安全を考え
た住空間の整え方に関す
る知識及び技能を身に付
け、これからの生活を展
望して、住生活の課題を
解決する力を養い

我が国の伝統的な住宅や住
まい方に見られる様々な知
恵に気付き、生活文化を継
承する大切さに気付くよう
にする

C消費生活・環境

国民生活センター・・
消費生活センターなど
の各種相談機関

消費者被害が消費者と
事業者(生産者、販売
者等)の間にある情報
量などの格差によって
発生することを理解で
きるようにする

持続可能な社会の構築に
向けて考え、工夫する活
動を通して、消費生活・
環境に関する知識及び技
能を身に付け、これから
の生活を展望して、身近
な消費生活と環境につい
ての課題を解決する力を
養い

地域の消費生活センターの
相談員から中学生が巻き込
まれやすい消費者被害につ
いて話を聞いたり

消費者教育の推進に関
する法律(消費者教育推
進法)の定義に基づく消
費者市民社会の担い手
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て，国民生活センター，消費生活センターの記述がみられた。人的資源では，他者と関わる力の

育成，高齢者等との関わり方，家族や地域の人々と関わる力の育成，自分と家族・家庭生活との

関わりの記述がみられた。また，住生活では，家族が共に暮らすために，住生活に対する思いや

願いを尊重しながら調整して，という記述がみられた。

　財的資源では，将来の家庭生活や職業との関わり，金銭管理，収入を得る等の記述がみられた。

また，衣生活では，衣服等の再利用や布を無駄なく使うなどの記述がみられた。住生活では，安

全な住空間の整え方について情報を収集して検討という記述があり，C 消費生活・環境において

は，情報量などの格差の記述がみられた。

　地域資源では，家族や地域社会との連携，協働の記述がみられた。地域の祭りや清掃，防災訓

練等の活動で協働する記述があり，食生活では，行事食や郷土料理など文化を伝える役割の記述

がみられた。また，C 消費生活・環境には，地域の諸費生活センターの相談員の記述がみられた。

　制度的資源では，A 家族・家庭生活において，子育て支援などの関係機関や子育てサークルの

記述がみられた。B 衣食住の生活の食生活では，食育基本法，食育推進基本計画の記述がみられ

た。C 消費生活・環境では，消費者教育推進法の記述がみられた。

　内的資源は，事実的な知識の習得だけではなく，社会で活用できる概念の理解を目指し，現代

的な諸課題を解決できる能力や生活の課題を解決する力を養う記述がみられた。それにより，第

3 節 1 家庭分野の目標では，達成感や実践する喜び，主体的に取り組むことができるようにする

という記述がみられた。また，食生活においては，自ら判断できる力の記述がみられた。

　第 3 章指導計画の作成と内容の取扱いでは，物的資源として，特別支援学校，実習室等の施設

がみられた。人的資源は，自分の生活と家庭や地域社会との関わり，幼児や高齢者とのよりよく

関わろうとする態度の記述がみられた。財的資源では，勤労の尊さや意義，キャリア発達，職業

選択や生き方との関わりの記述がみられた。内的資源では，事実的知識が概念的知識として高ま

り，製作等に取り組む態度を育み成就感や達成感，意欲の記述がみられた。地域資源では，家庭

物的資源 人的資源 財的資源 内的資源 地域資源 制度的資源

１　指導計画作成上の配慮事項 特別支援学校

自分の生活が家庭や地
域社会と深く関わって
いることを認識

生活を工夫し創造する
資質・能力を身に付け
ることは、‥勤労の尊
さや意義を理解するこ
とにつながるものであ
る

生活や技術に関する事実
的知識が概念的知識とし
て質的に高まったり

家庭や地域社会の一員
としての自覚をもって
自分の生き方を考え、
生活や社会をよりよく
しようとすることにつ
ながる

２　内容の取り扱いと指導上の配慮事項

幼児や高齢者など、人
とよりよく関わろうと
する態度

生徒のキャリア発達を
踏まえて学習内容と将
来の職業の選択や生き
方との関わりについて
も扱う

製作等に粘り強く継続し
て取り組もうとする態度
などを育み、成就感や達
成感を味わわせることが
学びに向かう意欲を高め
ることにつながる

保育士や栄養士など、
学習内容に係る職業に
携わる人材を活用

3　実習の指導
実習室等の施設の管理

幼児や高齢者と関わる
など校外での学習

廃棄する場合は、自
治体の分別方法に対
応

第
3
章
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取

扱
い

記載箇所

表 3-3　�中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技術・家庭編における「資源」に関わる記載
（第 3 章該当部分抜粋）＊該当の文言に下線
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や地域の一員としての自覚や保育士や栄養士などの記述がみられた。制度的資源では，自治体の

分別方法の記述がみられた。

　学習指導要領解説における資源との関係を表す記述から，家庭科の学習と指導について，次に

述べる。家庭科の学習を通して，内的資源として，習得した知識を実生活で活用できる汎用的な

能力を育て，自ら判断できる力や現代の課題や生活課題を解決する力を養う。自分の生活と家庭

や地域社会との関わりを学び，人的資源として，他者と関わる，特に幼児や高齢者等とのよりよ

く関わろうとする態度を育てる。将来の家庭生活や職業との関わりの見通しを持ち，財的資源と

して，金銭管理や，情報量の格差を理解して，情報を収集し活用できるようにする。家庭や地域

の一員としての自覚をもち，地域資源として，家族や地域社会と連携，協働する。

Ⅳ　考察とまとめ

　本研究の課題は，生徒が家庭生活や地域の課題を解決する実践的態度を育て，課題解決のため

に活用できる資源にアクセスする力を育むことである。以下に子どもを資源に導き，つなげる大

人の手助けを必要とする Ungar のレジリエンスの定義に基づき，生徒が資源にアクセスする力を

育てる指導について述べる。

　既存研究から，家庭科の教員は，地域とつながる学習を考えるが，学校と地域の社会資源との

協働ができないという課題（村田・加賀 2014）や就職や進路の問題に向き合えない生徒の支援の

課題（若月・中山他 2010）があった。本研究の結果から，中学校学習指導要領解説技術・家庭編

には物的資源や制度的資源の記載が少ないことが示された。角間（2018）の指摘にあるように，

小学校及び中学校家庭科では，生活課題の解決に対する生活資源の有用性についての学習がなさ

れていない。本研究においても，同様の結果が得られたと考える。つまり，生徒が課題に対して

どのような資源を活用するのかを具体的に考える際に，どのような制度や法律に基づき施策や

サービスがあり，サービスを提供する施設があるのかを中学校家庭科において学習する必要があ

るのではないだろうか。

　中学校学習指導要領の家庭科の目標に「自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族

や地域の人々と協働し」とあるように，生徒は，地域と関わり，主体的に生活する生活者である。

生徒と家族というインフォーマルな関係と地域というフォーマルな関係の両方から理解し，「よ

りよい生活の実現に向けて」「よりよい社会の構築」に向かう実践的態度を養うことが求められ

る。その点において，本研究では，生活資源と社会資源の両方から，生徒と資源との関係を捉え

直したと考える。

　資源にアクセスして活用するというのは，その資源とどんな関係にあるかが問われる。資源に
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アクセスすることで，そこでの人との付き合いや人脈，様々なネットワークを築くことが可能に

なる。そうした「地域との関わり」「地域の人々と協働」により，社会関係を獲得する機会を得る

ことにもなる。つまり，生徒は，家族と向き合い，さらに社会と向き合い，生活者としての自立

を育む（三沢・長山・松田・石田 2015）ので，家庭科で学んだ知識を活用し，諸課題を解決する

ために，資源につながる力を養うことを意識した指導の意義があると考える。

　学校と地域の社会資源との協働に関する課題については，今後，学校や家庭と社会資源との協

働の意味を捉え直し，社会の一員としての生徒が参画し，それをどう評価するかを検討する必要

があるだろう。

《注》
（ 1 ）	 「社会資源」と「生活資源」のそれぞれの意味について，以下の研究知見から生活資源と社会資源を

援用する。生活資源から「セーフティネット」を考える高校家庭科の授業開発を行った若月・中山他
（2010）は，生活資源を考えることは，労働や福祉の諸課題，転落しやすい社会をどう変えていけばよ
いのかなど幅広い議論に発展することを明らかにした。この生活資源とは，基本的な最低限度の生活
を維持するのに必要な「物的資源」，お金や仕事など「経済的資源」，人や関係性に関する「人的資源」，
知恵，知識，資格などの「能力的資源」その他に生きる希望，プラス思考などの「精神的資源」を指
している。

		  社会福祉における社会資源は，人々の生活の諸要求の充足や，問題解決の目的に使われる各種の施
設，制度，機関，知識や技術などの物的，人的資源の総称である。課題解決のために活用する制度・
施設・機関・設備・資金・物質・ 法律・情報・ 個人・集団の有する知識や 技術などを指す。具体的
には，地域資源，法律・政策としての制度的資源，個人・集団の人的資源，財産・資金などの財的資
源，施設・設備などの物的資源である。社会資源にとして，内的資源（生徒自身の能力，意欲）も活
用される。 
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